
推定第 2次 内裏北方官衛地域の調査 悌 129次 )

調査区は推定第 2次 内裏北外郭官衛地域の東北方で、平城宮北面大垣のす ぐ南

に位置する。地形的には南にのびる支丘の東縁 にあた り、東側が大 きな谷 になる。

北 には北面大垣の位置 にあたる堤防をへだてて水上池がある。

遺 構

調査区の上層 は上か ら旧耕土 。床土、茶褐色粘質土 (約 20cm)、 礫混 り灰褐色

砂質土 (20～ 40 cm)、 黄灰褐色粘質土 (10～ 20 cm)及 び地山の黄褐色粘質上 に区

分できる。 この うち、礫混 り灰褐色砂質土 は調査区西辺 をのぞいてほぼ全体にあ

り、東 に厚 い。奈良時代のほか中世の遺物 を含む。黄灰褐色粘質土 は調査区中央

部か ら南辺 にかけて残 る奈良時代当初の整地上である。主な遺構 はこの整地上及

び地山面で検出 した。検 出面は東及 び南 に向 って低 くなっている。比高差 は西 と

東で約 2m、 北 と南で約 0.5mで ある。

検出 した主な遺構 は掘立柱建物 16棟 、掘立柱塀 2条 、溝 11条 、井戸 1基 、焼土

ピッ ト5基 、土壊 9基 などである。 これ らは奈良時代 を中心 と してそれに前後す

る時期 に属 し、遺構 の新旧関係や配置などか ら大 き く 5期 に区分で きる。

A期  調査区北東部 に溝 2条 (SD 9766・ 9775)、 土墳 4基 (SK 9726・ 9735

・ 9738・ 9742)が あるが、まとま りに欠ける。

SD 9775は 幅約 0.6m、 深 さ約 0.2mの東西構で、西 に流れ る。底 に小礫 をま

ば らに敷 いている。 SK 9735は 東西約 8.7m、 南北約 9.9m、 深 さ約 0.4mの不

整形 な土墳 であ る。黄灰褐色粘土質で埋めているが、底 に暗灰色粘土質の堆積が

あ り、一時期滞水 していた可能性がある。

B期  南北大溝 SD 2700 Aと 東西 溝 2条 (SD 9797・ 9815)を 設 けた時 期。

焼土 ピッ ト5基 (SX 9785。 9855・ 9860。 9870・ 9875)、 土 娯 5基 (SK9761

・ 9765・ 9780な ど)は この時期 に属す るが、建物 はない。

SD 2700 Aは第21次 調査で検出 している玉石積の東大溝 SD 2700の 北端 部 に

あたる。素掘 りであ る。幅約 2.Om、 深 さ約 0.5m。 北端 は西 に折れ、幅 0.3m
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と細 くなる。底 にはわずかに暗青灰色砂質

上の堆積があるが、短期間で埋め戻 してい

る。 SD 9797と SD 9815は 調査 区南端 を

平行 して東 に流れ る。 SD 9797は 幅約 1.1

m、 深 さ約 0.2 mo SD 9815は 幅 1.2m以

上、深 さ約 0.2m。 両溝の間 (約 3.5m)

は道路 かもしれない。

焼土 ピッ ト5基 は調査 区北辺 に 5～ 12m

の間隔をおいて散在す る。平面形 はいずれ

も隅丸の長方形である。底 はほぼ平担で、

側壁 は幾分上 に向 って開 く。側壁 と底の一

部 は赤 く焼 けてお り、底 には炭・ 灰が厚 い

もので 20 cmほ ど堆積 している。遺存状態 の

良 い SX 9875は 長 さ約 1.Om、 幅約 0.5m、

深 さ約 0.5mで ある。用途 は明 らかでない。

土壊 5基 は調査区北東部 にあ り、いずれ

も埋土 にかな りの量の炭・ 灰 、及び焼土 を

含む。焼土 ピッ トの炭・ 灰 を廃棄 したので

あろう。 SK 9780は 6.6× 6.Om以上、深

さ約 0.6m。

このほか調査 区北 端 で積土 の痕 跡 SX

9881を 検出 した。付近は撹乱が著 しいが、

この東約 15mの地点で実施 した立会調査で

高 さ約 0.8mの 積土 (大略 5層 )を後述す

る東西溝 SD 9911付 近 まで確認 した (南北

約 6m)。 また、北面大垣の痕跡である水

上池の堤防の南側 は、一段低い帯状の高 ま
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第 2図 第 129次調査遺構変遷図
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りとなっている。 SX 9881は 北面大垣 SA 2300の 内側 の犬走 りなのであろう。

C tt SD 2700 Aを SD2700 Bに 改め、その東 に掘立柱塀 SA 9720、 西 に掘

立柱建物 4棟 (SB9730 0 9770。 9810。 9900A)を 配 した時期である。 建物群

の北は東西溝 SD 9911、 西は南北溝 SD 9910で 画す。

SB 9730は 南北に廂がつ く5× 4間 の東西棟。床束 の痕跡か ら身舎 は床張 りで

ある。柱間 は身舎の桁行 と果間 が 9尺等間、廂 の出が12尺 。 SB 9770は 南 と北に

廂 がつ く9× 4間 の東西棟。身舎は西 3間分 を仕切 る。柱間 はいずれ も 9尺等間。

SB 9770の 南約 1..5mに は雨落溝 SD 9777が あ る。幅約 0.4m、 深 さ約 0。 lm。

SB 9810は 北側の柱穴列 を検出 したにすぎないが、東 に SD 9800 Bが存在するこ

と及 び後述する地割の問題 か ら、桁行 4間 (9尺等間 )、 梁間 2間 (12尺等間)の

東西棟 と推定 す る。 SB 9900 Aは 10× 2間 の床張 りの南北棟。柱間 は桁行・ 梁間

とも 9尺等間。 SA 9720は 南北塀で、 3間 分 (9尺等間)を検 出 した。

SD 2700 Bは 最大幅約 2.2m、 深 さ 1.5～ 1.7mの 素掘 りの大溝。東 に現水路

があ るため一部 を発掘 した。堆積土 は 3層 に大別で きる。下層 は 6層 あ り、下か

ら灰 白色砂、黒褐色粘質土 、灰色砂、暗灰色砂バ ラス、暗灰色粘砂土、暗灰色粘

質土。中層 は 2層 で、下か ら青灰色砂礫 、灰色砂質土。上層 は10世 紀か ら・ 中近

世紀まで存続す る。 SD 9910と SD 9911は 調査区北西部で接続部分を検出 した。

SD 9910は 幅約 0.5m、 深 さ約 0,2 mo SD9911は 幅約 04m、 深 さ約 0.2m。

この時期の遺構 は 9尺 (1尺 =29.7 cm)単位の方眼で地割 りし、 これにあわせ

て建物 を整然 と配置 している。すなわち、建物群の東西 を画す塀 SA 9720と 溝SD

9910の 心々距離は約 53.5m(180尺 )。 南限は不明だが、北 を画す溝 SD 9911

,と とヽ SB 9810の 推定南側柱列 までの距離 は約 58.8m(198尺 )に 復原で き、さら

に SB 9810の 南北中軸線 は SA 9720と SD 9910間 の南北中軸線 にそろえている。

他の建物 3棟 は南北方向が 9尺 方眼地割 にのる。 SB 9730。 9770は中軸線と柱

筋をそろえて南北に並び、 SB 9900 Aは 北妻が SB 9770の 身舎南側柱列、東西中軸

線が SB 9730の 身舎北側柱列 にそろう。 また、 SB 9730の身舎南側柱列 は、SD

9911と SB 9810の 南側柱列間の東西中軸線上 に位置する。ただ し、東西方向は
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9尺方眼地割 に対 して SB 9730・ 9770が 東 に 1尺 、 S B9900 Aが西に 2尺 ずれ

る。 SB 9730・ 9770の 南北中軸線 は、 SA 9720と SD 9910間 の南 北 中軸線 よ

り東約 4.3m(145尺 )に ある。

D tt C期 の建物 4棟 をほぼ同位置で S B 9740。 9790。 9795。 9900Bに 建て

替え、新 に小規模 な建物 4棟 (SB 9715。 9717・ 9760。 9830)と 井戸 S E 9745

を設 けた時期。 SA 9720、 SD 2700 B・ 9910・ 9911は この時期 にも存続す る。

SB 9740は 南 と北に廂がつ く5× 4間 の東西棟。東妻及び身舎南側柱筋 は C期

の S B 9730の 位置 を踏襲す る。柱間は身舎の桁行・ 果間が 10尺等間、廂の出が13

尺。 SB 9790は 南 に廂 がつ く 5× 3間 の東西棟。身舎南側柱筋 はC期 の S B 9770

の位置 を踏襲す る。柱間は身舎 の桁行・ 果間が10尺等間、廂 の出が12尺。S B 9790

の南約 13mに は雨落溝 S D 9755が ある。幅約 02m、 深 さ約 0.l mo SB 9760

は 3× 3間 の東西棟で、西 1間 を仕切 る。北側柱筋 はC期 の SB 9770の 位置をほ

ぼ踏襲す る。柱間は桁行が西か ら10尺 、 7.5尺 、 7.5尺 、梁間が 5.5尺 等間。SB

9795は 北側の柱穴列 を検出 したにとどまる。 C期 の SB 9810と 同様に 4× 2間

の東西棟 と思われ る。柱間 は桁行が10尺等間、梁間が12尺等間になろ う。

SB 9900 Bは C期 の SB 9900 Aを 同 じ位置で建て替え西に廂 をつけた 10× 3間

の南北棟。身舎の南 2間分 を仕切 り、 この部分だけ床張 りとす る。廂 の出は 9尺 。

SB 9840は 5× 2間 の東西棟で、西 2間 分だけ庇が付 く。柱間 は身舎の桁行が 10

尺等間、架間が 9尺等間。廂 の出は 9尺。 SB 9715。 9717は 調 査区北東部 にあ

る。 SB 9715は 3× 2間 の東西棟。柱間 は桁行が 6尺等間、果間が 6.5尺 等間。

SB 9717は 東南隅の柱穴 を検出 したにとどまる。西 に SD 9800 Bが あり、小規模

な南北棟 と考え られ る。この 東 に東西 1間 (10.5尺 )の 掘立柱塀 SA 9719が ある。

SE 9745は SB 9740の 北にある方形の井戸で、井戸屋形 SB 9747を ともなう。

井戸枠 は幅約 27 cm、 厚 さ約 5 cmの 板材 を井籠組にする。 8段まで残 っていた。一

辺約 1.3m。 井戸掘形 は 5。 1× 4.3m前後 、深 さ約 2.7m。 底 は井戸枠 ぎ りぎり

に 1段 (深 さ約 35 cm)掘 り下げている。 SB 9747は 1× 1間 。柱間 は南北が 11尺、

東西が 9尺 。北東 と東南の柱穴 には人頭大 の石 を据 えていた。
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なお、 SB 9900 Bの 北で 10.6× 10。 2m前後、深 さ約 0.3mの 方形の土壊SK9880

を検 出 した。底 は凹凸があ る。埋土は 1層 で、短期間 に埋め戻 している。

E期  小規模 な建物 3棟 (SB 9750・ 9820・ 9840)、 溝 1条 (SD 9850)な

どがある。いずれ も平城宮の造営方位 と異 な る。 SD 2700 B及 び SE 9745は こ

の時期 にも存続す る。

SB 9750は 2× 2間 の東西棟。柱間は桁行が 10.5尺等間、果間が 55尺等間。

SB 9840は 西 に廂 がつ く4× 3間 の南北棟。柱間は身舎の桁行・ 果 間が 9尺等間、

廂の出が10尺 。 SB 9830は SB 9840の 廃絶後 に建つ 4× 3間 の東西棟。柱間は桁

行が 7尺等間、異間が中央間 6尺 、両脇間 4尺 。

SD 9850は 調査区西辺 を南西に流れ る幅約 0.6m、 深 さ約 0.5mの 斜行溝であ

る。 このほか掘立柱塀 3条 (SA 9725。 9733・ 9757)は この時期 に属す る可能

性があるが、性格 は明 らかでない。 SA 9725は 4間 (8.5尺等間 )、 SA 9733は

3間 (12尺 等間)の 南北塀、 SA 9757は 4間 (9尺等間)の 東西塀である。

遺 物

主 として SD 2700 Bか ら木簡、木製品、金属製品、土器及び瓦が出上 した。

木簡は計 171点で、すべて SD 2700 Bか ら出土 した。文書木簡、付札、習書があ

る。 このなかには天平 8年 の可能性があるもののほか、天平 12～ 19年 の紀年木簡

が 6点 ある。以下、主な釈文 をかかげてお く。

1.   車持宅良

女需 倭董師大虫  天平十八年潤九月廿四 日

〔中臣ヵ〕
2.次長 高市息継   □□

野孟唱    安曇廣刀 自  □

3 □申陪従□□

4.南無龍 自在王佛
〔風 ヵ〕                〔寒衣ヵ〕

5.昨 夜 □□急 今 □□飛 故京千万里誰 為送 □□

〔播ヵ〕
6.参 河國 □豆郡 析 嶋海 部供奉 二月新御 贄佐米楚割 六斤

〔醤ヵ〕
7.苫 田郡林 田郷 □大豆五斗 進上
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8.備 前国邑久郡 旧井郷秦 勝小國白米五斗

瓦の うち軒瓦は計 117点 で、平城宮第 I期 (和 銅元年～養老 5年 )、 第 I期 (養

老 5年 ～天平 17年 )、 第 Ⅲ期 (天 平17年 ～天平勝宝年間)の ものがあ る。主体 を

占めるのは第 Ⅱ期の6225-6663型 式の 1組 (25点 )、 第 Ⅲ期の6282-6721型 式の

1組 ｀
(46点 )で ある。

土器 には土師器、須恵器及び黒色土器 などがある。 SD 2700 Bか らは各器種の

ほか漆付壷 、竃、墨書土器が出土 した。墨書土器 には天平18年 の紀年 と「少属川

原蔵人」 。「舎人安曇万 呂」などの人名、「美濃安八郡壬生郷 J。 「□□道来道

□田木郷」などの郡郷名 を記 した大型の須恵器蓋 1点 のほか、「大膳」、「判 J、

「井」など 1字 ない し2字 を記 した ものなど計 14点 があ る。

木製品は SD 2700 Bか ら祭祀具 (人形、削 り掛 け、刀形、鏃形 )、 容器類 (曲 物、

到物の箱蓋、籠)の ほか、糸巻 き、工具柄、杓子、横櫛 、桧扇、琴柱及 び「天平」

の墨書があ る題銭転用品が出土 した。 また SE 9745の 埋土 から削 り掛けや曲物 の

底板が出上 した。金属製品は SD 2700 Bか ら墨漆塗 りの青銅製鋲及 び青銅製尖頭

棒が各 1点 出土。銭貨 は元祐通宝 と寛永通宝各 1点 が出土 した。

ま と め

A～ E期 の実年代 を比定 し、あわせて平城宮 におけるこの地域の性格 について

言及 してお こう。

まず、 D期 の開始時期 は建物の柱掘形か ら平城宮 Ⅲの上器 、井戸の掘形か ら平

城宮第 Ⅲ期の軒瓦が出上 していることか ら天平宝字 年間頃に、廃絶期は建物の柱

抜取穴か ら出上 した土器 によって奈良時代末頃 における。 C期 は建物の柱抜取穴

か ら平城宮第 Ⅲ期 の軒瓦が出上 してお り、 D期 の開始直前 までつづ く。一方、 B

期の廃絶期 は土壊 か ら平城宮第 工期 の軒瓦が出上 していることか ら大 き くは天平

年間におけ るが、 C期 の溝 SD 2700 B出 土木簡か らみて天平12年 頃になる可能性

があ る。 B期 の開始時期 は平城宮の造営当初頃に遡 ろう。 A期 は平城宮の造営以

前、 6・ 7世紀、 E期 は平安時代の初め頃 に比定できる。

5期 の うち B～ D期 が平城宮の存続時期 にあたる。 この うち、 B期 は建物がな
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く本格的に利用 された状況ではない。 C期 は東西 180尺 、南北 198尺以上の区画

内に 9尺方眼地割 りに もとずいて整然 と建物 を配置 した時期、D期 はこれ をほぼ

踏襲 した時期であ る。建物群の全体的な配置や性格 については、今後の周辺地域

の発掘成果 をあわせて検討 しなければな らないが、今回の調査で明 らかになった

点 を記 してお こう。

建物群 の北は SD 99Hが 画 し、内側 の犬走 りをへて北面大垣 SA 2300に 接す る。

したが って少 な くとも今回の調査区においては、北面大垣の南 に通路がなか った

ことになる。 SD 9911と SA 2300の ,亡ヽ々 距離は約 9,3m(31.5尺 )。 SA 2300の

基底幅 を 9尺 とすれば、内側の犬走 りは幅が27尺 になる。

大溝 SD 2700 Bは SD 9911が 注 ぐ溝 としては規模が大 きい。さらに、東が谷筋

となることか ら東方 か ら注 ぐ溝の存在 も考えがたい。現水路がそ うであるよ うに、

SD 2700 Bは SA 2300の 下 を暗渠で抜 けている可能性が強 い。その場合、現在の

水上池は奈良時代 にも池であったと考えることがで きる。 SA 2300内 側の犬走 り

の幅が広 いの も提防 と しての役割 りを果 していた ことによるのであろう。

建物群 の東 を画す塀 SA 9720は 、内裏東外郭官衛の東西築地 SA 705よ り東約

40.2mに 位置 し、東大溝 SD 2700の 東 にある東方官衡 の西面築地 SA 2940よ り

さらに東 に位置す る。 したが って、内裏東外郭官衡 の東辺通路 は、少 な くとも今

回の調査区にまで至 らず途中で折れ曲 っていたことになる。南限は明 らかでない

が、今回調査 した地域 は内裏外郭官衛及び東方官衛 とは異 な る区画割 りがお こな

われていたと考える。なお、建物群の西 を画す SD 9910の 西 には遺溝がな く、空

間地であ った可能性があるが、 この建物群に属するのか否かは明 らかで ない。

C・ D期 の建物群の性格 については、 SD 2700 B出 上の墨書土器及び木簡から

ある程度推測ができる。すなわち、天平18年 の紀年がある墨書土器 に記載 された

「少属川原蔵人」には、天平17年 中宮職少属か ら天平18年 皇后宮職少属 になった

「川原蔵人凡」 (『 大 日本古文書』 2-399、 9-139)と 同一人物である。木簡

に女性の名がかな りみ られ るの も皇后宮職 との関連を暗示す る。 C・ D期 の建物

群 は少 な くとも皇后宮職 と密接 なつなが りを もった官司 と考え ることができよう。
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